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第
63
号
議
案

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
65
号
議
案

土
地
及
び
建
物
の
買
入
れ
に
つ
い
て

第
62
号
議
案

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

市 民 主 体 に よ る
地 域 サ ロ ン づ く り を
広 め る 上 で の 方 策 は

自治会等が情報共有できる
体制の構築が大切と考える

横
田
基
地
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
検
討
の
撤
回
を
求
め
る
よ
う

要
請
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か

市
民
の
安
全
に
影
響
す
る
場
合
に
は

適
切
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る

　
調
布
基
地
跡
地
に
お
け
る
都
市
整
備
用
地
に
関
し
て
、
平
成

24
年
度
末
に
実
施
し
た
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
の
結
果
、
複

数
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
今
後
、
掘
削
範
囲
と
遺
構
面
の
干
渉

に
よ
る
影
響
に
配
慮
し
た
調
査
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と

国
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
都
か

ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
一
定
の
目め

途ど

が
つ
き
、
竣

し
ゅ
ん

工
は

29
年
１
月
、
開
業
は
29
年
の
夏
か
ら
秋
頃
を
見
込
ん
で
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
に
お
け
る
利
用
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
都
と
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
土
地
活
用

の
具
体
案
が
出
る
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
も
の
と

考
え
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
通
常
総

会
が
６
月
25
日
に
行
わ
れ
、
24
年
度
決
算
報
告
や
事
業
計
画
の

変
更
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
事
業
施
行
と
建
築
工
事
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１

年
延
伸
し
、
事
業
施
行
期
間
を
30
年
３
月
末
日
、
竣

し
ゅ
ん

工
を
28
年

度
に
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、
25
年
度
の
組
合
か
ら
の
補
助
金

申
請
額
と
公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
協
定
額
の
合
計
は
71
億
３

０
０
４
万
１
千
円
で
あ
る
が
、
市
で
は
都
に
国
庫
補
助
金
と
し

て
27
億
６
４
８
６
万
円
、
都
補
助
金
と
し
て
９
億
６
４
８
７
万

円
の
補
助
金
申
請
を
行
っ
た
。

　
仮
設
店
舗
へ
の
借
家
人
の
移
転
に
つ
い
て
、
組
合
で
は
お
お

む
ね
25
年
10
月
中
を
予
定
し
て
い
た
が
、
若
干
遅
れ
て
い
る
た

め
、
実
際
に
は
年
内
を
目め

途ど

に
移
転
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
市
庁
舎
建
設
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画

の
策
定
に
向
け
た
職
員
検
討
会
を
３
回
、
市
民
検
討
協
議
会
を

２
回
開
催
し
た
。

　
敷
地
拡
張
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
及
び
借

地
権
者
に
対
し
、
土
地
の
評
価
結
果
及
び
建
物
の
補
償
算
定
結

果
を
示
す
中
で
交
渉
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
１
件
が
契

約
済
み
で
あ
る
。
今
後
は
移
転
先
の
提
示
等
も
行
う
中
で
、
可

能
な
限
り
早
期
に
契
約
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
交
渉
を
進

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
８
月
に
は
関
係
課
職
員
で
つ
く
ば
市
役
所

の
視
察
を
行
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
庁
舎
の
分
散
化
、
環

境
対
策
、
防
災
対
策
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
へ
の
配
慮

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
上
で
参
考
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

浅
田 

多
津
子 

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
市

民
や
団
体
が
自
宅
等
を
開
放
し
、

自
主
的
に
行
っ
て
い
る
地
域
サ
ロ

ン
づ
く
り
に
関
し
、
市
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
聞

き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
市
民
に
よ
る
地

域
サ
ロ
ン
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
き
っ
か
け
づ
く
り
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
は
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
自
助
、
共
助
の
観
点
か

ら
、
市
民
主
体
に
よ
る
実
施
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
市
民
主
体
に
よ
る
地
域
サ

ロ
ン
づ
く
り
を
広
め
る
上
で
の
方

策
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
地
域
住
民
同
士

で
支
え
合
う
仕
組
み
の
構
築
を
目

的
と
す
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

地
域
支
援
事
業
の
サ
ロ
ン
活
動
等

で
は
、
市
民
に
も
地
域
で
の
居
場

所
づ
く
り
の
必
要
性
に
対
す
る
認

識
が
深
ま
っ
て
い
る
と

聞
く
。

　
今
後
の
方
策
と
し
て

は
、
成
功
事
例
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
自
治
会

等
で
共
有
が
で
き
る
仕

組
み
や
体
制
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。

服
部 

ひ
と
み 

議
員（
共
産
）　
垂

直
離
着
陸
輸
送
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
日
本
で
の
配
備
先
候
補
地

と
し
て
、
横
田
基
地
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
基
地
周
辺
５
市
１
町
は
国
に
対

し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
検
討
の

撤
回
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
強
く
求

め
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
本
市

で
も
同
様
に
撤
回
を
要
請
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
都
市
長
会
に
お
い
て
、
関

係
市
町
村
と
の
連
携
の
も
と
、
国

や
ア
メ
リ
カ
軍
に
対
し
、
適
切
な

情
報
提
供
等
に
つ
い
て
強
く
働
き

か
け
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

政
策
総
務
部
長
　
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
に
つ
い
て
、
そ
の
安
全
性
に

対
す
る
自
治
体
や
地
域
住
民
の
不

安
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、

本
市
へ
の
影
響
が
現
段
階
で
は
不

明
な
た
め
、
引
き
続
き
情
報
収
集

に
努
め
た
い
。

　
今
後
、
横
田
基
地
に
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
が
計
画
さ
れ
、
市
民
の

安
全
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
に
は
、
適
切
な
対
応
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　▲市民によるサロン活動

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

に
つ
い
て
、
１
日
の
勤
務
時
間
を
６
時
間
か
ら

３
時
間
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
報
酬
額
の

改
定
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
報
酬
額
を
月
額

14
万
円
か
ら
８
万
円
に
改
め
る
」「
報
酬
額
は
、

月
２
回
、
１
回
３
時
間
の
勤
務
に
定
例
会
等
の

２
時
間
を
加
え
た
８
時
間
に
対
し
１
万
円
を
乗

じ
て
算
出
し
た
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
駅
南
口
第
一
地
区
第
一

種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
設
建
築
物
内
に
市

政
情
報
提
供
施
設
、
自
転
車
駐
車
場
施
設
、
市

民
活
動
拠
点
施
設
及
び
音
楽
練
習
施
設
を
設
置

す
る
た
め
施
設
建
築
物
内
の
一
部
を
買
い
入
れ

る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
４
施
設
の
土
地
及
び

建
物
の
合
計
予
定
価
格
は
67
億
４
９
０
６
万
９

０
０
０
円
で
あ
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
市
民
活
動
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施
設
計
を
行
う

　
こ
の
議
案
は
、
本
市
を
含
む
多
摩
地
域
25
市

１
町
で
組
織
し
た
同
組
合
が
日
の
出
町
に
所
在

す
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
運
営
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
府
中
事
務
所
と
二
ツ

塚
処
分
場
管
理
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に
つ
い
て
、

危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
業
務
効
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
か
ら
、
同
組
合
理
事
会
に
お
い
て
事

務
所
を
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
地
方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
組
合
の
各
組
織
団
体
に
お

　
質
疑
に
対
し
て
、「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

申
立
て
件
数
は
年
平
均
12
件
で
あ
り
、
半
日
の

勤
務
で
あ
っ
て
も
処
理
が
可
能
と
考
え
て
い

る
」「
近
隣
市
で
は
、
件
数
は
本
市
と
同
等
か

少
な
い
状
況
で
あ
り
、
勤
務
は
大
半
の
市
が
半

日
と
な
っ
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
と
い
う

取
組
を
知
ら
な
い
市
民
が
い
る
の
で
、
周
知
徹

底
を
図
り
、
し
っ
か
り
と
市
民
の
相
談
に
乗
れ

る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
経
費
節
減
の
面
か
ら
変
更
は
必
要
と
考
え
る

た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

予
定
で
あ
る
」「
市
民
活
動
拠
点
施
設
に
つ
い

て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
協
議
会
で
検
討
し
、

基
本
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
の
他
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
再
開
発
ビ
ル
全
体
の
動
き
の
中
で

管
理
運
営
方
法
が
決
定
し
た
後
、
条
例
制
定
等

を
考
え
て
い
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を
問
題

視
す
る
中
で
、
新
た
な
公
共
施
設
の
設
置
に
対

す
る
説
明
が
明
確
に
さ
れ
な
い
限
り
、
本
案
に

反
対
す
る
」「
同
施
設
の
設
置
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、

本
案
に
賛
成
す
る
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

い
て
規
約
変
更
の
議
決
を
同
時
に
得
る
必
要
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
規
約
の
変
更
を
行
う
も
の

　
主
な
変
更
内
容
と
し
て
、「
事
務
所
を
東
京

自
治
会
館
内
か
ら
日
の
出
町
大
字
大
久
野
７
６

４
２
番
地
へ
変
更
す
る
」「
施
行
日
を
平
成
26

年
４
月
1
日
と
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
東
日
本
大
震
災
時
に
通

信
網
の
遮
断
や
組
合
職
員
が
集
約
し
て
お
ら
ず

苦
労
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
ま
た
、
係
争
に
関

し
て
も
１
事
務
所
で
対
応
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
る
た
め
、
事
務
所
の
統
合
を
図
る
も
の
で
あ

る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

※�本定例会では、文教委員会に付託された
議案はありませんでした。


